
 
 
 

第８回 地域づくり部会 会議概要 

日 時 令和４年 11 月 24 日（木） 午後３時 00分～午後３時 45分 

会 場 豊栄地区公民館 講堂 

出 席 委 員 
五十嵐委員、阿部委員、鶴巻委員、皆川（英）委員、清水委員、中嶋委員、神田委

員、横山委員、本間委員、佐久間委員 
欠 席 委 員 皆川（靖）委員 
事 務 局 
関 係 課 

落合建設課長、古寺北出張所長、 

地域総務課（中川課長補佐、菊地係長、五十嵐主事） 

会 議 要 旨 

●11/20 開催「みんなであそんでまなぼうさい in 木崎」の成果報告 

 概要：午前 10時～午後 3 時 

    木崎小学校ＰＴＡ体育部と共催、木崎中学校と連携し学生ボランティア

の参加あり 

    ジャッキアップゲーム、応急手当体験、防災グッズつくり、 

水消火器・煙体験、パッククッキング紹介、起震車、消防車展示 

168 人参加 

➡実施したアンケートを委員と共有し、今後の発信や取組みについて検討するこ

ととした。 

 

●今後の予定 

 12/22 今年度の実績報告と意見交換 ふるさと未来創造堂参加 

  

 1 月～2月 事業評価書(案)の説明～意見聴取～事業評価書の確定 

➡3/23 実績報告書(成果物)の披露 

 

●北区役所だより(1/15 号)でのＰＲについて 

 濁川と木崎での取組みを合わせて自治協提案事業としＰＲ 

 内容：取組み概要 

    関係者インタビュー 

     ・濁川中学校ボランティア  コーディネーターを通じて学校と 

     ・木崎中学校ボランティア  調整中 

     ・濁川コミ？木崎小ＰＴＡ？ 

  

五十嵐委員より…中学生のボランティア記事をぜひ入れてもらい、今回の活躍

を広め、ひとつの地域の力として担っていることをアピールできる良い機会。 
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第８回 福祉教育部会会議概要 
 
日 時 令和４年１１月２４日（木） 午後２時５０分～３時４０分 

会 場 北区役所 ３０１会議室 

出席委員 遠藤委員、有田委員、樺山委員、斉藤委員、佐藤委員、本間委員 

欠席委員 清水(博)委員、横山委員、神田(恭)委員、藤原委員 

事 務 局 
柬理副区長、高山課長（健康福祉課）、上村教育支援センター長、渡辺館長（豊栄

地区公民館）、佐藤（地域総務課）、今野（地域総務課） 

 
内 容 

今後の計画の広報方法、内容について話し合いを行った。 

（１）広報の方法 

区だより２月１９日号に掲載、その他コミ協だより、コミュニティセンタ

ーにチラシを設置する。 

 

（２）話し合いによる決定事項 

日程：３月１１日（土） 午前１０時～正午 

   若い世代も参加可能なように、土曜日が良いということになった。 

対象：一般の方３０名 ※部会委員も参加 

内容：安心・安全に生活するための転倒・関節痛（腰痛・膝痛など）予防方 

   法と実践 

 

佐藤委員より補足：３０名程度であれば、全員の測定は可能である。 

         講義の内容を、転倒（腰痛）に絞ることで時間がちょう 

どよく収まると思われる。 

 

 

次回までの宿題：「キャッチコピー」を考えてくる。 

 

 



第８回 自然文化部会 会議概要 

 

日 時 令和４年１１月２４日（木曜） 午後 3時 5 分～午後 3 時 55 分 

会 場 豊栄地区公民館 視聴覚室 

出 席 委 員 
伊藤部会長、諏訪委員、前田委員、山賀委員、小日向委員、寺山委員、 
本田委員 

欠 席 委 員 渡邉副部会長、平松委員、 

事 務 局 

関 係 課 

産業振興課（横木課長・小山係長）、区民生活課（高橋課長、宮澤係長）、 

地域総務課（五十嵐課長補佐、深沢主査） 

会 議 要 旨 

令和 4 年度 自治協議会(自然文化部会)提案事業について 

〇「ビュー福島潟名誉館長 遠藤麻里さんと語る福島潟の楽しみ

潟（かた）」 

  参加人数 98 人(来場者 78 人、出演者６人、スタッフ 14 人) 

  アンケート  ７３枚回収 

   大変良かった 54 人 よかった 17 人 普通 1 人 

▽振り返り(主なもの) 

・出演者が予想以上に話してくれた。 

・出演者と遠藤さんの掛け合いが非常に良かった。 

・委員全員が率先して準備から取り組み全員が関われた。 

・普段の会議で話ができない人とも話ができて良かった。 

・遠藤さん効果で区外からもたくさん来てくれた。PR につなが

った。 

・会場が明るくてプロジェクターが見づらかった。 

・「北区のおいしいもの」で北区の特徴があればよかった。 

・昨年度の北区 PR 動画上映やフォトコンテスト作品展示も効果

的だった。 

・受付時の感染予防対策等を委員が分担して徹底できた。 

・会場案内(トイレ等)について事前案内するとよい。 

〇フォトコンテスト 
11 月 20 日 締め切り 123 件（重複あり）応募 

 ・審査方法は昨年と同様、委員一人ずつ 13 枚を選んでもらい票

の多い方から入選。 

 ・同一投稿者の作品は原則 1 点のみ入選。 

▽活用方法について 

 年度カレンダーを昨年度より枚数を多く制作する。 

 名刺デザイン、区役所電子掲示板等で PR する。 

 パネル展を開催 

 

 


